















































































































































































































































































































はじめ数多く伝存するが、本断簡と一致するものは見出し得ない。本断簡が一二、一三 七○、 三九 五四八の如く飛び飛びに抄出されていること、また 通行の朗詠集本文と比べた場合、「内宴春暖」（週）、「早春即事」宛）の題を有し、各句の作者注記「野」（篁）」「都（良香 」 菅（道真と「保胤」「江（朝綱）」を欠くこと等になお問題を残すが、未勘。
76
内容は雲州消息の一部分である。『新撰古筆名葉集』に「巻物切雲州消息、紙五色金銀下画アリ」とあるのに該当しようか。小松茂美氏は、『翰墨城』の解説で、これを『本朝文粋」の如きものからの抄出かとされ、
ぺんやく
た
恩暖を蒙り、朴躍の甚しき、何を以てかこれに比せん。但だ座右の命を蒙り、朴躍の甚しき、
．．かくごとぢようろう
と定め、是の若きの廟屏…
と訓じられるが、翻刻した如
翻刻した如く
拾遺集巻十二恋（七七三）「新撰古筆名葉集」には「小色紙歌チラシ書」とあるが、本断簡に
該当せず、模刻の原拠については未詳。この歌は「拾遺抄』（巻七、恋二、二八四）にも存し、流布本『集 『抄」が共に第二句を「ゅシしき」とするのに対して 本断簡は「いまれし」とする点が異なる。
27
ｎ″』今乖隠一匡銭ぶぶ陶宇に上も憩叩
仮名法華経（？）本断簡は「仮名法華経之切」とするが、『法華経』にこ 本文は見出し
得ない。結局のところ未勘であるが、『新撰古筆名葉集』に「経切墨罫墨字朱墨星アリ」とするのにあるいは該当するか。記後京極良経四後京極良経
妙法蓮華経序品第一 後京極良経遺集巻十二
、
●
●
「蒙恩喚」「空座右之命」であろう。
模刻の際の原拠の切については未勘。
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